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電子標的の再公認検定要領 
（２０２２年９月２４日施行） 

 

電子標的の精度を確認するため、再公認時に次の要領で検定を実施する。 

 

１．射撃場での検定要領 

（１）電子標的の前面または、装置のすぐ後ろに紙標的と同等の用紙を貼って実射する。弾痕はセンター

付近に１発、上下左右 7 点圏内に 4 発計 5 発撃ちこむ。 50m 標的の場合はライフルの、10ｍ標的の

場合はエアピストルの設定を使用する。 

 上下左右の弾痕は 8 点付近が理想であるが多少ずれても問題ない。 

（２）５０ｍ、１０ｍ兼用標的は、それぞれで検定する。 

 

２．検定する台数 

（１）設置後 ７年目    半分の台数 

（２）設置後１０年目    半分の台数 

（３）設置後１３年目    半分の台数 

（４）設置後１７年目以降  全標的の台数 

 

３．検定要領 

（１） 座標値が表示（記録）される電子標的の場合 

ア．X-Y 座標値に基づき弾痕位置を作図し標的と照らし合わせ確認する。（例示１） 

イ．作図した弾痕と標的の弾痕の位置が一致したものを合格とする。 

 

（２）座標値が表示（記録）されない電子標的の場合 

 ア．標的の中心と弾痕の中心の距離（半径）を計算する。この半径は当該得点に相当する最も大きな値

を適用する。各種目標的の小数点表示の場合の弾痕の中心からの距離の最大値は ISSF・EST ハンド

ブック ANNEX“C”に掲載されている。 

 イ．弾痕の中心からアで求めた数値で円弧を描く。 

（弾痕の中心はフィルムゲージの中心に穴を開け、中心に印を付ける。） 

ウ．５発の円弧の交差点の中心位置を決定し、この中心位置から円弧の最も近い部分までの距離を計測

する。 

 エ．50m ライフル、10ｍピストルの 0.1 点が 0.8mm、であり、弾痕の中心、円弧の誤差を考慮し、ウ

の誤差が 2.0mm 以内であれば合格とする。（例示２） 
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４．提出書類 

（１）座標値が表示（記録）される電子標的の場合 

 ア．実射された標的のコピー 

 イ．点数及び座標値が表示された LOG プリントアウトのコピー。 

 ウ．作図された図面のコピー。（CAD 作図面、SIUS 検証ソフトの作図面でも可） 

 エ．全景及び検査状況写真 

 

（２） 座標値が表示（記録）されない電子標的の場合 

ア．実射された標的のコピーに円弧を作図した図面（３．（２）参照） 

イ．点数が表示されたディスプレイ画面のコピー（ズームで２種類ハードコピーする） 

ウ．全景及び検査状況写真 

 

（３）電子標的のシリアル番号一覧表を作成し、検査日・検査結果等を管理する。 

 以上の書類を各検査された標的ごとまとめ、報告書と一緒に提出する。 

 

５．作業担当と費用等 

（１）検定は、申請者にデータ収集、作図計算作業、写真撮影等を委託し、その結果を認定部会が検証し

て合否を判定する。 

（２）委託作業費用は、検査標的の台数１台あたり 3,000 円（消費税別）とする。 

（３）認定料は２０２２年２月理事会決定の改定により再検定で１台あたり 3,000 円（３年間有功）とす

る。 

 

附則 

１．平成２５年２月１日制定 

２．平成３０年３月３１日改訂、同日施行（検定方法の改定） 

３．２０２２年２月２６日改訂され、２０２２年 4 月１日より施行（作業費用、認定料の改定） 

４．２０２２年９月２４日改訂され、同日施行（ShotPlot を使った作図方法を追加） 
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＜例示１＞ 

 
 

＜例示２＞ 
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ISSF・EST ハンドブック ANNEX“C” 
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ShotPlotによるSIUS電子標的精度検定 
 

SIUSの電子標的の精度テストを行うには、以下のソフトウエアが必要です。 

必要な方は競技運営委員会まで連絡してください。 

 

   ・ShotPlot 

   ・Sius2Shotplot 

 

SIUSを操作するパソコンには、上記ソフトウエアは無くても大丈夫です。CSVデータをUSBに
コピーして上記ソフトウエアがある自分のパソコンで処理が可能です。 

 

・まず、SIUSData を起動し、新しいコンペティションを開くと、新しいCSVファイルが作成されます。 

 このファイルは自動的に作成され、通常は年月日の数字で保存されます。（例：20220923.csv） 

 区別するために例えば20220923test.csv等と入力して起動すると良いでしょう。 

・バックマスクにコントロールシートを貼って、検査する標的に各5発撃ち込みます。 
・射撃後、SIUSDataを閉じてCSVファイルを新しいディレクトリにコピーします。
例：Desktop/Accuracy Test/accuracy_test.csv 

・SIUSDATAのCSVデータがある場所は以下です。 

ＰＣ＞Ｃドライブ＞SIUS＞SIUS DATA＞DATA  通常は一番上に最新のデータがあります。 

 

・Sius2ShotPlotを開き、SIUS CSVファイルをShotPlotファイルに変換します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    ２の種目の選択を間違えないようにしてください 

 

次にShotPlotを開きます 
 

１．作業ディレクトリを設定します。（例：Desktop/Accuracy Test)  

２．リストを更新します 

３．射撃した射座（FP）を選択します 

４．正しい標的のタイプを選択します 

５．シートを印刷し、用紙サイズを設定します 
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紙送り付ロール紙の10mの標的がある場合は、短冊状に印刷することができます。 

 

6. ロールシート紙を取り、最初のショットの中心から最後の（5発目の）ショ

ットの中心迄を測ります。（これは例えば85mmになったとします。） 

7. ストリップに切り替えます 

8. テストするショット数を設定します（5発） 

9. 計算をクリックしてポイント１からポイント５までを入力し、測定した距離

（例えば85mm）を挿入し確認します 

10. 適用(apply)をクリック 
11. これで短冊形式のシートが印刷できるようになりました 

 

次に、コントロールシートと印刷されたシートを重ね合わせて、精度を確認します。

ショットは重ね合わせる必要があります。 

注意：ショットが重なっていなければ、標的が正確でないとは限りません。このよ

うな動作は、様々な要因によって引き起こされる可能性があります。例えば、コン

トロールシートが標的のバックマスクに正しく取り付けられていなかったり、紙送

りが正しく機能していなかったりといった要因があります。 
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弾痕をプロットしない場合（上図のように） 

この場合は、右側の座標データ71のところ（赤矢印）に大きなデータが入って

いて表示をしていないので、この行を選んで下部のremoveボタンを押してデー

タを消すと表示します。 

 

弾痕を表示したところ 


	・まず、SIUSData を起動し、新しいコンペティションを開くと、新しいCSVファイルが作成されます。
	このファイルは自動的に作成され、通常は年月日の数字で保存されます。（例：20220923.csv）
	区別するために例えば20220923test.csv等と入力して起動すると良いでしょう。
	次に、コントロールシートと印刷されたシートを重ね合わせて、精度を確認します。ショットは重ね合わせる必要があります。

